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工事用道路に利用

宅地造成規制区域内・ニセコ



重点事項 問題点 記載§

広い土地が必要

農地転用、林地開発、
農振除外、景観条例他
宅地造成規制法（関
連）

補強土壁
§1 在来工法
との比較

幅員

線形

登坂勾配

希少動物の保護 §2 希少動物

地球環境の保全 大型ﾌﾞﾛｯｸ §3　Co2削減

補強土壁

大型ﾌﾞﾛｯｸ

GEOハイウォール工は山岳風力発電工事に買う種問題点に的確に対応でき、且つ”工期が短く”＆”安価”な工法です。

§１　在来工法との比較

NETIS：HK-200013-A　GEOハイウォール　添付資料より

工法概要

概略図

経済性 248,197円/m    ¥256,080 51%安価

工程・工期 1ｍ当り工期　7日/ｍ 9日/ｍ 56%削減

大型ブロック積擁壁、補強土壁に比較して、GEOハイウォール工は”工期が短い”＆”安価”な工法です。

§２　希少動物の保護

解決すべき問題点と従来工法

補強材敷設長が長い
ので、開発面積が大
きくなる

最低5.0ｍ

疑似部を有する特許工法な
ので、壁厚を最大限”薄く”で
き経済的である
宅地造成規制内で実績あり

GEOハイウォール工法

Co2が大量に発生

曲線半径　100ｍ以上

5％以下

運搬する部材の寸法各部材が長尺、大重量

ジオセル（BL部）を層状に積み重ねて擁壁とす
る
4～5層に１回はBL部の背面に疑似部を設け

ｺﾝｸﾘｰﾄト二次製品を現場で積み重ねて擁壁とする。
製品によって鉄筋、コンクリート施工を併用

GEOハイウォール（特許工法） 大型ブロック積工法（非大臣認定）

山岳部　風力発電所　進入路造成に関する　重点事項

周辺環境を害さない

壁面緑化が困難なの
で、緑化には追加費
用が発生

表面セルに”発生土”使用
で、
自然緑化が図れる

擁壁が目立ちすぎる景観保護 §4 緑化擁壁

生息地の分断の回避

約85％の削減

横断通路の確保が簡単

施工が容易となる
ハイロードと併用

工法に無関係に解決すべき点

　工事範囲に環境保護“谷地”があり、工事に伴い消滅する
谷地分を再生す　ることで自然保護団体と合意している。

　右写真中央（下）のパイプは谷地分断解消と
希少動物の移動通路の確保が目的。

504,277円/m
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§３　ゼロ・カーボン工法 FハイリバーのNETIS　添付資料　より

GEOハイウォール工法と在来コンクリート工法のCo2発生比較
270kg/m3 日本建設業連合会：低炭素型コンクリートの普及促進に向けて

1.52kg/PE樹脂 一般社団法人プラスティック循環利用協会
225[g-CO2/ﾄﾝkm] 国土交通省：運輸部門に於けるCO2排出量

Ｃｏ２削減率は、GEOハイウォールでは約90％

§４　緑化擁壁 （自然緑化）

特別史跡キトラ古墳に採用

西表治山工事

素材製造時の発生Co2量

運搬に関わる発生CO2量

施工時には、那覇自然環境事務所に、工法の説明を行い、
下記を遵守できる工法として賛同を得た

西表の自然を考慮し、搬入材料が無く最小限の重機使用で
施工できるGEOハイウォール工が採用された

工法 数量 製造時　ﾄﾝ 運搬時　kg CO2計　ﾄﾝ 削減率

GEOウォール 5.0ｋｇ/個　0.5m2/個 1.52 67.50 1.59

コンクリート擁壁 48.5m3   111.5ﾄﾝ 13.10 752.63 13.85
88.5%



山岳風力発電工事用道路の設計・施工場所の特徴

山岳発電工事用道路等の設置場所は、典型的な山岳（部）道路です。

利用できる既存道路は山間部林道（等）の狭小で曲がりくねった道があれば良い方です。

既存道路からの施工ができる。

周辺は林地（国有、私有）で用地買収が必要である。

工事用車両、材料搬入車の交通に資するには道路線形は急勾配・急曲線は避ける。

幅員も5.0ｍ以上が要求される。

工事用道路の構築は、本体工に先立って施工するので、全体工期に影響する。

現道が貧弱なので、工事は”方押し”で工期が長くなる。

特に、生活道路を工事用道路とする場合、重機の移動や夜間開放が重要となる。

上記特徴と各種工種

特徴

買収用地

材料搬入時現道利用

工事用道路

（場内運搬費の計上）

安全

生活道路の対処

≪参考≫

直工金額

工期

納期

補強土壁 GEOハイウォール

広大 最小

幅員・線形等で無理 問題ない

緩勾配・5.0ｍ以上 最小/不要

（又は、場内運搬） （バックホウでOK)

工期
方押し施工方法 複数箇所の同時施工

工期が長い 工期が短い

運搬車・クレーン等での
重量物がある

バックホウのみ使用
重量物がない

昼夜間とも開放は不可 昼夜間とも短時間で開放

1.00 0.65以下

1.00 0.60以下

注文書から2か月（養生） 注文書から2か月
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